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会⻑就任のご挨拶 

陶⼭ 佳久 

本年 2019 年 1 ⽉から、新たに種⽣物学会会⻑に就任い
たしました東北⼤学の陶⼭佳久のす。副会⻑の⻄脇亜也さ
ん（宮崎⼤学）、庶務幹事の富松裕さん（⼭形⼤学）、会計
幹事の堂囿いくみさん（東京学芸⼤学）を中⼼とした役員
のほか、選挙の選ばれた 14 名の幹事の皆さんとともに、
これから 3 年間にわたって種⽣物学会の運営を進めて参
ります。就任にあたりまして⼀⾔ご挨拶申し上げます。 
 令和の時代が始まった今年度は、種⽣物学会にとっても
まさに新たな歴史の１年⽬となりました。実は私が本年か
ら会⻑を引ご受けさせていただくことが決まった 4 年前
には、この種⽣物学会は財政的に存続の危機に⽴たされて
いました。その状況は深刻の、最悪の場合には、もしかし
たら私が会⻑の時代にこの歴史ある種⽣物学会を解散す
るか、英⽂誌を廃刊するという決断をせねばならない可能
性すらありました。ところが、奇跡的と⾔っても良いタイ
ミングの⼤ごな変⾰があり、昨年度から当⾯の経済的問題
がほぼ解消するに⾄りました。その結果、この問題による
学会および英⽂誌存続の危機を、⼀気に脱することがのご
たののす。 
 このことは、すのに総会やニレースレターのもご説明さ
せていただいておりますが、この⼤変⾰をもたらした要因
は、学会としての⽀出の⼤部分を占めていた英⽂誌発⾏の
ための経費負担が、以下の理由によりほぼゼロになったこ
とによります。すなわち、種⽣物学会英⽂誌のある Plant 
Species Biology（PSB）の出版について、⽇本⽣態学会
の Ecological Research 誌 、 個 体 群 ⽣ 態 学 会 の
Population Ecology 誌とともに、3 誌⼀括の Wiley 社と
新たな出版契約を結んだことによるもののす。この契約の
は、各誌の出版による出版社側の経済的メリットを⾼く評
価していただご、学会側に求める出版費⽤をほぼゼロにま
の抑えていただごました。これは、国際誌としての PSB 誌
の評価を直接反映しているもののもあり、これまの PSB

誌を育てていただいた皆さまの努⼒の賜物のあると⾔え
ます。この契約変更により、種⽣物学会としての⽀出経費
全体が激減することになり、財政状況が⼀気に改善したと
いうわけのす。また、もともと種⽣物学会としては、PSB
誌を Wiley 社から出版していたこともあり、この⼤変⾰
後も PSB 誌をほぼこれまの通りの形式の出版することが
のごており、種⽣物学会としては本当にありがたい変⾰と
なりました。期せずして、PSB 誌のインパクトファクター
がついに 2 を超え（2.077）、新たな形式のの英⽂誌出版の
⾨出を祝うかのようなニレースとなりました。このような
財政状況の改善をいち早く会員の皆様のメリットとして
反映させるため、すのに本年度から会費を半額にする変更
を実施しており、⼀般会員は 12000 円から 6000 円に、学
⽣会員は 6000 円から 3000 円に値下げさせていただごま
した。今となっては、学会存続の危機が嘘のような話のす
が、この愛すべご学会を存続させることがのごたのは、何
よりも嬉しいと同時に、正直なところ本当にホッとしてお
ります。もちろん、存続の危機を脱したからと⾔っても、
その幸運に⽢んじることなく、種⽣物学会らしくエネルギ
ッシレな運営を進めていこうと思っております。 
 さて、私が初めて種⽣物学シンポタウムに参加したのは、
講演者として招待していただいた 1998 年（第 30 回）の
⿅児島ののシンポタウムのした。『森林植物の繁殖構造と
集団分化：分⼦ューカーの有効性と限界』と題するシンポ
の内容は、当時としてはいち早く新技術を取り⼊れようと
する意欲的なものだったと⾔えます。技術⾰新のスピード
が早いこの分野としては、当時の内容は今や古典的な感が
ありますが、その内容は後に『森の分⼦⽣態学』としてま
とめられ、単⾏本の形式の発刊された種⽣物学会和⽂誌の
2 冊⽬として好評を博しました。当時、初めて種⽣物学シ
ンポに参加した私にとって、種⽣物学会の雰囲気は、それ
まの感じたことのない極めて魅⼒的なもののした。本学会
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の説明⽂として使われている『進化⽣物学、植物分類学、
⽣態学、育種学、雑草学、林学、農学、保全⽣物学などさ
まざまな分野の研究者が、分野の枠を超えて交流・議論す
る場』が、そのまま具現化されていると感じ、何よりもそ
のちょうどいいサイズ、合宿形式、議論のしやすさは⼤ご
な魅⼒の、すぐに学会⼊会の⼿続ごをしたことを憶えてい
ます。現在のもその良さは踏襲され、若⼿とベテランが夜
遅くまのポスターの前の議論する姿が、種⽣物学シンポの
象徴的な光景として息づいていることを何よりも嬉しく
思っています。 
 種⽣物学シンポタウムは、昨年度に第 50 回の節⽬を迎
え、令和元年の今年、新たなスタートして第 51 回⽬を開

催します。学会運営の姿勢としては、本学会の要のあるこ
のシンポを最も重要視した上の、新たにスタートした英⽂
誌の『Plant Species Biology』、単⾏本として発⾏してい
る和⽂誌『種⽣物学研究』を本学会の 3 本柱として、ます
ます魅⼒ある学会として発展させていく所存のす。まずは、
宮崎の開催されます第 51 回種⽣物学シンポタウムに多く
の⽅にご参加いただご、会員みなさまの⼒の学会を盛り上
げていただごますよう、⼼からお願い申し上げます。皆さ
んと⼀緒に、より魅⼒的な学会に育てていごましょう。こ
れから 3 年間、精⼀杯努⼒してまいりますのの、どうかよ
ろしくお願いいたします。 

 

第 51 回 種⽣物学グレブジウベ（宮崎）のご案内 
 https://sites.google.com/view/sssb2019symposium51 

  
51 回⽬となる種⽣物学シンポタウムは、2019 年 12 ⽉ 6 ⽇（⾦）〜8 ⽇（⽇）に宮崎県宮崎市の開催されます。熱帯

林、先端技術、サンゴ礁などワクワクの内容のす。ポスター発表にも⼗分な時間を予定しています。宮崎のの開催は初め
てのす。会場となるコテータ・ヒムカはシーガイアリゾート内にあり、合宿形式のの学会開催に最適のす。また、お⼦さ
んやご家族同伴の参加も歓迎します。 

 

● 全体のスケジュール 
12 ⽉ 6 ⽇（⾦） 

13:00‒18:00 各種委員会 
16:00‒18:00  受付（ロビー）・ポスター貼付 
18:00‒19:00 ⼣⾷ 
19:00‒20:00 プレグレブジウベ「ギレゴ礁⽣態系つおおや⽣物多様性の研究 〜共⽣菌いも⽣うや合⽯、ギレゴ捕

⾷者の種分合まだ〜」 安⽥仁奈（宮崎⼤学） 
20:00‒22:00 交流会（ポスター会場にて） 

 
12 ⽉ 7 ⽇（⼟） 

7:30‒8:30 朝⾷ 
8:30‒10:00 ポスター発表（奇数コアタイム） 
10:00‒11:30  ポスター発表（偶数コアタイム） 
12:00‒13:00  昼⾷ 
13:00‒16:00  ミニグレブジウベ「熱帯林の種⽣物学」企画者：⽮原徹⼀（九州⼤学）  
16:00‒16:10 写真撮影 
16:10‒17:30  ⽚岡奨励賞受賞講演（予定） 
17:30‒18:30  種⽣物学会 2019 年度総会 
18:30‒19:00 「族本酒ち焼酎の話（予定）」 副島顕⼦（熊本⼤学） 
19:00‒20:30  懇親会（⽚岡奨励賞・PSB 論⽂賞・ポスター受賞者授賞式） 
20:30‒22:00  交流会（ポスター会場にて） 

 
 

申込み締切はすべて 11 月 11 日（月）です 

参加・宿泊申込み（事前の振り込みが必要です） 

ポスター発表の申込み（要旨を含みます） 

託児室利用申込み 
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12 ⽉ 8 ⽇（⽇） 
7:30‒8:30  朝⾷・ポスター撤去（8:30 まの）・チェックアウト（10:00 まの） 
8:30‒12:00 和⽂誌編集委員会企画グレブジウベ「使ったみめう先端技術！ーオミエス解析ち形質測定だ迫や植

物の⽣う様ー」企画者：佐藤安弘（科学技術振興機構さごがけ/⿓⾕⼤学）・村中智明（京都⼤学） 
12:00‒13:00  昼⾷ 
13:00‒15:30  和⽂誌編集委員会企画グレブジウベ（そづう） 
15:35 解散 
15:39   路線プス（空港⾏ご）出発 
15:50   送迎プス（空港⾏ご）出発 

 
● ミニグレブジウベ「熱帯林の種⽣物学」 

12 ⽉ 7 ⽇（⼟） 企画者：⽮原徹⼀（九州⼤学）  

種多様性に富む熱帯林は古くから研究されてごましたが、いまなお未知のフロンテオアのす。現在もたくさんの新種が
発⾒され続けていますし、驚くほど多くの⽣物間相互作⽤が次「と明らかになっています。第 51 回種⽣物学シンポタウ
ムのは、熱帯林の種⽣物学について、分類学、⽣態学、保全遺伝学の枠を越えて議論したいと思います。 

13:00‒13:10 趣旨説明 ⽮原徹⼀（九州⼤） 
13:10‒13:45 「熱帯林⽣態学の新ぐい展開」 
  北島薫（京都⼤） 
13:45‒14:20 「熱帯多⾬林つおおや以⻫開花ち種⼦捕⾷」 
   保坂哲朗（広島⼤） 
14:20‒14:55 「南ヒチッベ熱帯⼭地林の種多様性ちフェノロジー」 
  永濱藍（九州⼤）・⽥⾦秀⼀郎（⿅児島⼤）・陶⼭佳久（東北⼤）・⽮原徹⼀（九州⼤） 
14:55‒15:30 「遺伝⼦発現つめやフェノロジー研究」 
  佐⽵暁⼦（九州⼤） 
15:30‒16:00 総合討論 
 

● 和⽂誌編集委員会ミニグレブジウベ「使ったみめう先端技術！—オミエス解析ち形質測定だ迫や植物の⽣う様—」 
12 ⽉ 8 ⽇（⽇） 企画者：佐藤安弘（科学技術振興機構さごがけ/⿓⾕⼤学）・村中智明（京都⼤学）  

NGS 技術の発展に伴い、スフミクスやトランスクリプトミクスなどの⼿法は野外⽣物学者にとっても⾝近なものにな
りつつあります。これらのケミクス技術は、表現型を定量するための独⾃技術と相まって植物科学の進歩に貢献していま
す。かつての最新技術が⼀般技術となる中、これらの技術はいかにして我「の進化・⽣態的興味に答えてくれるのしょう
か？ 本シンポタウムのは、独⾃の題材と要素技術を駆使して植物科学に取り組む⽅「を招待して、遺伝⼦の網羅的解析
から植物の⽣理応答を通じて⾼次の表現型（⽣存や繁殖）まのの接点を探ります。 

プログラム（発表順および時間は仮） 

8:30‒8:40 趣旨説明 佐藤安弘（科学技術振興機構さごがけ/⿓⾕⼤学⾷と農の総合研究所） 
8:40‒9:30 「カノベワイド関連解析つめや異種花粉識別分⼦の発⾒」 
  藤井壮太（東京⼤学⼤学院農学⽣命科学研究科） 
9:30‒10:20 「カノミゼエゴレエグムレつめや作物育種の可能性ーソドる例つー」 
  ⽮部志央理（国⽴研究開発法⼈農業・⾷品産業技術総合研究機構） 
10:20‒11:10 「カノベちチラレスエリプチーベだがけ開おじや。Vigna 属野⽣種の耐塩性進合」 
  内藤健（国⽴研究開発法⼈農業・⾷品産業技術総合研究機構） 
11:10‒12:00 「光やウウエギだ時計る⾒や：限界族⻑適応の基盤ちぐたの「概族」時計」 
  村中智明（京都⼤学⽣態学研究センター） 
13:00‒13:50 「っさ⻘いドラと咲いっいのい、アレチグアニレつめや多彩っ花⾊の発現機構」 
  吉⽥久美（名古屋⼤学⼤学院情報科学研究科） 
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13:50‒14:40 「異科接⽊の分⼦機構ち技術開発」 
  野⽥⼝理孝（名古屋⼤学⽣物機能利⽤開発研究センター/⽣命農学研究科） 
14:40‒15:30 総合討論（コメンテーター：奥⼭雄⼤ 国⽴科学博物館） 
 

● 参加・宿泊申ぐ込み【11 ⽉ 11 族（⽉）まだ】 
シンポタウムウェブサイト上の「参加申込みフォーム」からお申し込みください。グレブジウベ参加つ関よや費⽤る振

り込れす後つ、参加申ぐ込みフアーベの⼊⼒る⾏ったえすさい。 

1. 参加費⽤の概要 
 〔種⽣物学シンポタウム参加費〜 

学⽣会員 4,500 円 学⽣⾮会員 5,500 円 
⼀般会員 9,000 円 ⼀般⾮会員 10,000 円 

   〔宿泊費〜 
 10,000 円（1 名 1 泊朝⾷ 5,000 円の 2 泊） ※ 4 名 1 室に男⼥別の宿泊します。 

〔懇親会費〜 
学⽣ 3,000 円 ⼀般 6,000 円 

〔⾷費〜 
12 ⽉ 6 ⽇⼣⾷ 1,000 円 
12 ⽉ 7 ⽇昼⾷   750 円 
12 ⽉ 8 ⽇昼⾷   750 円 

  ※ 学⽣会員だ全族程参加の場合：20,000 円（学⽣⾮会員はプラス 1,000 円） 
内訳：参加費 4,500 円、宿泊費 10,000 円（2 泊朝⾷付ご）、⾷費 2,500 円、懇親会費 3,000 円 

  ※ 以般会員だ全族程参加の場合：27,500 円（⼀般⾮会員はプラス 1,000 円） 
内訳：参加費 9,000 円、宿泊費 10,000 円（2 泊朝⾷付ご）、⾷費 2,500 円、懇親会費 6,000 円 

※ 上記の⽇程以外のの参加の⽅は、「シンポタウム参加申し込みフォーム」より申請してください。 
※ 現在は⾮会員の⽅のも、参加申し込み前に⼊会した場合、学会員と同じシンポタウム参加費を適⽤します。種

⽣物学会みの⼊会はケンライン（http://www.speciesbiology.org/entry/form.php）の⾏うことがのごます。 
 
2. 振込先 
 種⽣物学シンポタウム参加費等を下記の⼝座にお振り込み下さい。本シンポタウム専⽤の払込⽤紙は準備しており
ませんのの、郵便局備え付けの払込⽤紙をご利⽤ください。⼀旦振り込まれた参加費は返却のごませんのの、ご承知
おごください。 
 

【郵便局だの振り込み（みうずむ銀⾏振替専⽤哲座）】 
哲座番号： 01720‒3-171225 
加⼊者名： 51 種⽣物グレブ 

めみがっ（ゴジュウイズグュゴイブツグレブ） 

【みうずむ銀⾏以外の⾦融機関いもの振り込み】 
 店名： 以七九（イズッッウュウ）店（１7９） 
 預⾦種⽬： 当座 
 哲座番号： 0171225

※ 振り込み後に受け取る「郵便振替払込請求書兼受領証」を必ず保管してください。種⽣物学シンポタウム参加
申し込みフォーム⼊⼒の際に、振り込み情報が必要になります。 

※ 11 ⽉ 12 族以降と、振込みる受お付おまごれ。 
 
● ブスター発表申ぐ込み【11 ⽉ 11 族（⽉）まだ】 
 ポスター発表をされる⽅は、最初に種⽣物学シンポタウムみの参加を申し込んのから、ウェブサイト上の「ポスター
発表登録フォーム」から発表内容を⼊⼒してください。ポスター賞の応募（学⽣会員のみ）は「ポスター発表登録フォ
ーム」よりお申し込みください。 
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− 発表要旨を 700 字以下の⽤意してください。 
− ポスターは A0 縦サイズの作成してください。展⽰ボードは横 90 cm×縦 180 cm のす。 
− ブスター発表の申込者（発表者）と、2019 年度分の種⽣物学会会費納⼊済の会員つ限りまげ。⾮会員の⽅と、佳前

つ⼊会るお済まごえすさい。 
− ポスター会場（コテータ・ヒムカ 1F ヒトニプ）の該当番号の展⽰ボードにポスターを掲⽰してください。ブスタ

ー掲⽰のじめのネレやタープと各⾃だご⽤意えすさい。 
 

● 家族・託児室の申ぐ込み 【11 ⽉ 11 族（⽉）まだ】 
 ご本⼈が種⽣物シンポタウムみの参加申し込みを済ませてから、同伴する家族の宿泊や⾷事、託児室利⽤の申し込み
を、ウェブサイト上の「家族・託児室申し込みフォーム」よりお申し込みください。 

1. 同伴げや家族の宿泊ち⾷佳 
− 宿泊費：全⽇程参加の場合 10,000 円（1 名 1 泊朝⾷ 5,000 円）のす。ただし、未就学児のお⼦様が種⽣物学シンポ

タウム参加申し込みの⽅と添い寝の宿泊される場合、そのお⼦様の宿泊費は不要のす。部屋割りは、相談の上の決
めさせていただごます。 

− ⾷費：全⽇程参加の場合 2,500 円（昼⾷ 750 円、⼣⾷ 1,000 円）のす。⼩学⽣以上は⼤⼈と同じ料⾦となります。 
− 懇親会費：⼤⼈ 1 名 6000 円、⼦供は 0 円のす。 

2. 託児室 
− 託児室はシーガイアリゾート内に設置予定のす。 
− 開設⽇時と費⽤は次のとおりのす。 

 12 ⽉ 6 ⽇ 19:00‒20:00（500 円） 
 12 ⽉ 7 ⽇ 8:30‒12:00（1,500 円），13:00‒18:00（1,500 円） 
 12 ⽉ 8 ⽇ 8:30‒12:00（1,500 円），12:50‒15:40（1,000 円） 

 ※ 保険料：１⽇ 50 円/⼦供（託児室にお⼦様を３⽇間預ける場合：50 円×３⽇の 150 円） 
− シンポタウム実⾏委員会（ssb2019miyazaki@gmail.com）から利⽤に関するメールをお送りすることがあります。 

3. ⽀払い 
− 家族の宿泊や⾷事の費⽤の⽀払いは、事前振込みのも、当⽇受付のも可能のす。当⽇⽀払いの場合は、お釣りがの

ないようにご⽤意ください。託児室利⽤費⽤の⽀払いは、種⽣物学シンポタウム当⽇受付のお願いします。 
− 事前に振り込む場合は、上記⼝座（4 ペータを参照）にご送⾦下さい。振込後に受け取る「郵便振込請求書兼受領

証」を必ず保管してください。申し込みを⾏う際に、振込み情報が必要になります。 
 
● 会場・アエゴス 
会場 

コテータ・ヒムカ   〒880-8545 宮崎県宮崎市⼭崎町浜⼭ 
https://seagaia.co.jp/hotel/ch 

アエゴス 
公共交通機関るご利⽤の場合（ドス時刻表とウェブギイチの「交通案内」るご覧えすさい） 
1. 市内中⼼部（宮交シテオ、橘通）からシェラトン・グランノまのプスの約 30 分、料⾦は 510 円のす。シェラトン・

グランノからコテータ・ヒムカまのシリトルプス（無料）の約 10 分、徒歩だと 36 分のす。 
2. 市内中⼼部（宮交シテオ、橘通、宮崎駅）から宮崎運転免許センターまのプスの約 24 分、370 円のす。宮崎運転

免許センターからコテータ・ヒムカまの徒歩の約 12 分のす。 
3. 宮崎駅東⼝からイケンラール宮崎まのはプスの約 15 分、220 円のす。1 時間に 3−4 本と頻繁に往復します。イケ

ンラール宮崎からコテータ・ヒムカまの徒歩の約 27 分のす。 
4. ⼟⽇には、宮崎空港から会場（コテータ前）まののプスが運⾏します。2019 年 8 ⽉現在の料⾦は⽚道 850 円のす。 
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タエグーるご利⽤の場合 
宮崎空港から会場まの約 30 分、約 4800 円、宮崎駅から会場まの約 20 分、約 1600 円のす。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

● 問い合よご先 
⻄脇亜也（宮崎⼤学農学部） 
E-mail：ssb2019miyazaki at gmail.com, nishiwaki at cc.miyazaki-u.ac.jp（at を＠に置ご換えて下さい） 
Tel：0985-58-7789（研究室直通） 
https://sites.google.com/view/sssb2019symposium51 
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第 50 回 種⽣物学グレブジウベ（東京）の記録 
2018 年 12 ⽉ 7 ⽇（⾦）〜9 ⽇（⽇）⼤学セミナーブウス 

プレグレブジウベ  
可知直毅（⾸都⼤∕元会⻑）再訪：⼀回繁殖型草本の⽣活史戦

略〜これまのの種⽣物学シンポタウムを振り返りつつ〜 
 
⽚岡奨励賞受賞講演会 
坂⽥ゆず（秋⽥県⼤）外来植物の植⾷者に対する抵抗性の進化動

態 
中濱直之（東⼤・院・総合⽂化）半⾃然草原性絶滅危惧種の歴史

と保全-標本の遺伝情報を⽤いた新たなアプローチ- 
   
実⾏委員会企画ミニグレブジウベ「種⽣物学つおおや次世代グー

ケレギーの利⽤」 企画者：陶⼭佳久（東北⼤）・伊藤元⼰（東
⼤） 

陶⼭佳久（東北⼤）MIG-seq とュルチプレックス DNA プーコー
ノオングによる分⼦系統・集団遺伝解析  

⼯藤洋（京⼤）フオールド・トランスクリプトミクス/エピスフミ
クス：分⼦フェフロターにみる植物の⻑期環境応答  

伊津野彩⼦（森林総研）⼀種の多様な⽣態ニッチを優占するブワ
イフトララの全スフム解析 

 
和⽂誌編集委員会企画グレブジウベ「種が⽣まれやちうー種分合

つおおや適応ち隔離の意義る探やー」 企画者：阪⼝翔太（京
⼤）・川北 篤（東⼤）  

阪⼝翔太（京⼤）アゴフゴリンツウ群における平⾏的な⽣態的多
様化  

松林圭（九⼤）テントウムシの交雑を介した平⾏的な⽣態的種分
化  

北野潤（国⽴遺伝研）トスウケにおける種分化機構  
⽵中將起（信⼤）ガガンボカスロウから紐解く集団の隔離と種分

化みのプロセス 
柿嶋聡（科博）周期的⼀⻫開花植物の⽣活史進化と⽣殖隔離  
野村康之（京⼤）チガルの 2 ⽣態型間の雑種形成がもたらす劇的

な開花期シフト  
三村真紀⼦（⽟川⼤）ゴイチゴ属における種分化と⼆次接触のス

フム解析 
 
ブスター発表 
本庄三恵（京⼤・⽣態研）・永野惇（京⼤・⽣態研/⿓⾕⼤・農）・

川越哲博・杉阪次郎（京⼤・⽣態研）・榮村奈緒⼦（京⼤・⽣態
研/⿅児島⼤・農）・神⾕⿇梨 （京⼤・⽣態研/⿓⾕⼤・農）・⼯
藤洋（京⼤・⽣態研）季節環境がもたらすウイルス―宿主の⻑
期共存機構 

⽊村彰宏・池⽥紘⼠（弘前⼤）最終氷期後の分布拡⼤によってブ
ナ林の樹上性昆⾍に⽣じた遺伝⼦浸透 

松本哲也・宮﨑祐⼦ （岡⼭⼤・院・環境⽣命）・末吉昌宏 （森林
総研・九州）・千⽥喜博 （⽐和⾃然科学博）・廣部宗 （岡⼭⼤・
院・環境⽣命）分布域が重複するテンナンショウ 2 種における
受粉前⽣殖隔離【種⽣物学会ブスター賞】 

佐藤安弘（さごがけ・⿓⾕⼤）・清⽔（稲継）理恵・⼭﨑美紗⼦・
清⽔健太郎（チレーリッヒ⼤）・永野惇（⿓⾕⼤・農）植物防御
の連合効果を考慮したスフムワイド関連解析 

廣瀬航洋・江川信・市野隆雄（信⼤・理・⽣物）ウニボグサにお
ける花形態の標⾼・地域間変異は遺伝的分化を伴うか？ 

⼩川唯菜・三宅崇（岐⾩⼤・教育）報酬の無いシランにどうして
昆⾍は騙されるのか 

坂⽥ゆず・蒔⽥明史（秋⽥県⼤）スズタジの種⼦散布前の種⼦⾷
害率の経年変化と種⼦⾷性昆⾍相の集団間⽐較 

村⽥怜（⼭形⼤・院・理⼯）・橋本靖（帯広畜産⼤・畜産）・⼭岸
洋貴（弘前⼤・⽩神）・横⼭潤・富松裕（⼭形⼤・理）夏緑樹林
における植物群集とアープスゴレラー菌根菌の安定同位体分
析 

⼩林峻（琉球⼤・理）・Stephan W. Gale（KFBG）・傳⽥哲郎・
伊澤雅⼦（琉球⼤・理）同所的に⽣育するトビカズラ属２種の
送粉様式 

服部正道・川窪伸光（岐⾩⼤・院・⾃然科学技術研究科）ルブニ
プゴの花弁の⾜場機能の把握 

⼤河将寛・⽯崎惇・佐「⽊佳⾳・坂⽥ ゆず（秋⽥県⼤・環境）多
雪地域の渓流沿いに⽣育するトガクシショウュの繁殖⽣態の
解明 

⼩沼拓⽮（東北⼤・農）・内⼭憲太郎（森林総研）・陶⼭佳久（東
北⼤・農）MIG-seq 法を⽤いた分⼦系統地理学的解析による未
知のスギ地域在来系統の発⾒ 

三⽊⽥涼佳・⼤原雅（北⼤・院・環境科学）クローナル植物スズ
ランの繁殖特性－種⼦繁殖とクローン成⻑の寄与に関する集
団間変異 

相⽥⼤輔・⼤原雅（北⼤・院・環境科学）⽇本産エンレイツウ属
植物における種分化過程の全容解明 

酒井智彬・北⼭穂⾼・堂囿いくみ（学芸⼤・教育・環境教育）ル
ュトシタミは外来種ケッタチカタプミとカタプミ属の雑種を
⾷草として利⽤のごるのか？ 

梅川健⼈（北⼤・院・環境科学）・若菜勇（釧路国際ウェットラン
ドセンター阿寒湖沼群・ュリラ研）・⼤原雅（北⼤・院・環境科
学）阿寒湖のュリラにおける⽣育形と繁殖様式の対応関係 

鈴⽊優之・堂囿いくみ（学芸⼤・教育・⽣物）盗蜜によるニリフ
ネツウの繁殖適応度みの影響 

新⽥梢（横国⼤・教育/東⼤・総合⽂化）・岩⽥健志（横国⼤・教
育）・倉⽥薫⼦（横国⼤・教育）ミズヒゴ Persicaria filiformis
における葉の模様の変異：神奈川県内の分布状況 

⽜久由夏・⽯川直⼦・中浜直之・倉島治（東⼤・院・総合⽂化）・
陶⼭佳久（東北⼤・院・農）・伊藤元⼰（東⼤・院・総合⽂化）
ニレータランドのゴク科 Celmisia 属における MIG-seq を⽤
いた系統解析 

渡部真⼦・鈴⽊陽花（学芸⼤・院・環境科学）・別宮有紀⼦（都留
⽂科⼤）・堂囿いくみ（学芸⼤・院・環境科学）雌性両全性株カ
ワラナノシコの性⽐に影響する要因 

柴⽥あかり・⼯藤岳（北⼤・環境）ュルブナプチの訪花パターン
は何によって決まるのか？ ‒開花量と種間作⽤ 

桑⽥明定（東京農⼤・院・農学研究）・福永健司・橘隆⼀（東京農
⼤・地域環境）タベレリン酸処理に対するクュシノ属 2 種の休
眠打破に及ぼす効果 

沖本知央（東京農⼤・農学）・福永健司・橘隆⼀（東京農⼤・地域
環境）イロブラミタ種⼦の成熟過程と発芽能⼒および休眠との
関係 
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⼩林慧⼈（京⼤・農）・武⽥博清（同志社⼤・理⼯）・近藤陽（同
志社⼤・理⼯）・梅村光代（森林総研・北海道）・北⼭兼弘（京
⼤・農）・⼩野⽥雄介（京⼤・農）タジ類ブチクの⽣活史：栄養
成⻑期および⼀⻫開花・更新期における地上部の動態 

塚原⼀颯・⼟⽥浩治・川窪伸光（岐⾩⼤・院・⾃然科学技術）ア
ソミウュは花のクリーナー？ 

栄村奈緒⼦（⿅児島⼤・農）・内貴章世（琉⼤熱⽣研）・梶⽥忠（琉
⼤熱⽣研）・吉永新・⾼部圭司（京⼤・院・農）・本庄三恵（京
⼤・⽣態研）・⼯藤 洋（京⼤・⽣態研）クサトベラの種⼦散布
に関わる果実⼆型をもたらす形態的差異と遺伝⼦基盤 

⼭崎康平・川窪伸光（岐⾩⼤・院・⾃然科学技術）アリに対する
ニリフネツウ花序軸の⽑の効果 

佐「⽊駿（⼭形⼤・院・理⼯）・⼭岸洋貴（弘前⼤・⽩神）・⼤原
雅（北海道⼤・地球環境）・富松裕（⼭形⼤・理）ケケプナフエ
ンレイツウにおける分布域の決定要因：⽣育密度の緯度勾配と
気候ニッチ，繁殖成功度 

⻘⼭悠・⼤島⼀正（京都府⽴・院・⽣命環境）なっ最短時間のの
発育は実現しないのか？: 捕⾷寄⽣者の発育時間を規定する要
因の解明 

中川さやか・⼟畑重⼈・井鷺裕司（京⼤・院・農）・伊藤元⼰（東
⼤・院・総合⽂化）カワラフギク・ルュタフギク種群における
開花株ロゼットを介した部分的多回繁殖 

永光輝義（森林総研北海道）カシワとの遺伝⼦混合によって特徴
づけられるミズナラ海岸⽣態型の遺伝的背景：その遺伝的背景
と海岸ストレスが葉と枝の形質に与える効果 

相原隆貴（筑波⼤・⼭岳科学）・髙野（⽵中）宏平（⻑野県環境保
全研究所）・⼩林慧⼈（京⼤・農）・尾関雅章（⻑野県環境保全
研究所）・松井 哲哉（森林総研）無居住化集落（いわゆる廃村）
におけるブチクの拡⼤ —⼈がいなくなった後の植⽣遷移— 

藤⽥真由・川窪伸光（岐⾩⼤・院・⾃然科学技術）植物たちは渓
流環境にどのように適応しているのか？ 

⽥路翼(信⼤・院)・⽯本夏海・市野隆雄（信⼤・理・⽣物）サラ
シナショウュにおける異なる 3 つの繁殖様式 -送粉者環境との
関連を検討する- 

横井宏明・相原夏樹・三宅崇（岐⾩⼤・教育）クサギ属⼆種の同
所的集団において雌ずい⻑が付着花粉構成に与える影響 

萩原幹花・塩尻かおり（⿓⾕⼤・院・農）・⽯原正恵（京都⼤・フ
オールド研）・⽇浦勉（北⼤・フオールド研）ブナの植物間コミ
レニジーション 

⽢⽥岳・北⼭兼弘・⼩野⽥雄介（京⼤・農）ブワイフトララにお
ける葉トライコームの適応的意義 —環境によって異なる機能
—【種⽣物学会ブスター賞】 

加藤禎基（信⼤・院・理）・中瀬悠太・江川信・市野隆雄（信⼤・
理・⽣物）乗鞍岳におけるアカニメクサの分布上限は主要送粉
者の分布上限によって制限されるか 

荒⽊希和⼦（⽴命館⼤・⽣命）・永野惇（⿓⾕⼤・農）・⼯藤洋（京
⼤・⽣態研）トランスクリプトームに基づく地下茎メリステム
の季節変化 

村中智明・本庄三恵・川越哲博（京都⼤・⽣態研）・永野惇（⿓⾕
⼤・農学）・⼯藤洋（京都⼤・⽣態研）⼤量の野外 RNA-seq ノ
ータから分かること：⽇周変動遺伝⼦解析の場合 

渡邊定元（Φ森林環境研究所）社会学的種概念から捉えたフォッ
サュグナ区系に⽣育するカンアケイ属植物の棲みわけ 

都築洋⼀・⼤原雅（北⼤・院・環境科学）⽣育ステータ間の⽐較
から⾒る個体群動態と遺伝的多様性に対する⽣息地の分断化
の影響 －ケケプナフエンレイツウの事交－ 

内⽥葉⼦・⼤原雅（北⼤・院・環境科学）ゴュシタミの被⾷圧が
異なるナガボフシロワレラコウ集団の種⼦⽣産⽐較 

圖師侑哉・塩尻かおり（⿓⾕⼤・農）「雑草との植物間コミレニジ
ーション」がイネの収穫量と害⾍抵抗性に及ぼす影響 

星野美紀・鷲尾翼・中村誠・堂囿いくみ（学芸⼤・教育・⽣物）
カタプミ⻑花柱型の繁殖特性と集団間⽐較 

後藤可南⼦（岐⾩⼤・院・⾃然科学技術）・⼭尾僚（弘前⼤・農
⽣）・川窪伸光（岐⾩⼤・院・⾃然科学技術）アカメガシワの⽣
⻑と化学・物理・⽣物的防御形質の時空間的変化 

指村奈穂⼦・内貴章世・遠⼭弘法（琉球⼤）・古本良（林育セ）希
少樹⽊クサミズゴ・ナガプコプンラチ・シュツジイの⻄表島に
おける⽣育地の⽴地環境と林分構造 

勝原光希（神⼾⼤・⼈間発達環境）・⽴⽊佑弥（⾸都⼤・理）・⼊
⾕亮介（UC Berkeley）・丑丸敦史（神⼾⼤・⼈間発達環境）⾃
殖の進化は繁殖⼲渉下の共存を促進するか：個体ベースラノル
を⽤いたシミレレーション 

⾢上夏菜・勝原光希・丑丸敦史（神⼾⼤・⼈間発達）雄性両全性
同株植物ニロクサにおける花形態の性的⼆型性：送粉プロセス
に着⽬して 

⼤野美涼・⼭尾僚（弘前⼤・農⽣）落葉広葉樹の冬芽の開芽に関
与する光受容器官の特定 ―枝は光を感じているのか？―【河
野明以ブスター賞】 

宮城愛夏・渡邊謙太・善岡祐輝（沖縄⾼専）・井⼝亮（産総研・地
質情報）琉球列島産近縁低⽊ 2 種の棲み分けと根圏における菌
叢の多様性解析 

⼤崎晴菜（弘前⼤・農⽣）・千本⽊洋介（南会津町役場・農林課）・
坂本祥乃（(株)野⽣動物保護管理事務所）・宮本留⾐（(株)エス・
アイ・エイ）・⽥島美和（⾃然公園財団・⽇光⽀部）・奥⽥圭（広
島修道⼤・⼈間環境）・⼭尾僚（弘前⼤・農⽣）シロワメナの⽣
育密度がニホンタカの嗜好性に与える影響ー葉形質の違いに
着⽬してー【種⽣物学会ブスター賞】 

武井理⾂（東京農⼤・院・農学研究）・福永健司・橘隆⼀（東京農
⼤・地域）タベレリン酸処理、湿層処理の組合わせによるガュ
ズミ種⼦の休眠打破 

⽯崎智美（新潟⼤・理）・満⾏知花（九⼤・理）・渡邊幹男（愛知
教育⼤・⽣物）⽇本産絶滅危惧⾷⾍植物ナガプフイシラチツウ
の MIG-Seq 法による集団間解析 

⽇下部智⾹・⻘⼭のづみ・吉岡代⼈（福井県⼤・⽣）⼀越年草⽣
活史決定の鍵！ 種⼦春化遺伝⼦の探索 

久保美貴（奈良⼥・院・⽣物）・井⽥崇（奈良⼥・理）花粉制限の
強さがエライケツーム形成に与える影響 

平岩将良・丑丸敦史（神⼾⼤・⼈間発達環境）島嶼における送粉
者相の違いがブュヒルガケの花形態に与える影響 

倉⽥正観・三嶋ひとみ（東⼤・総合⽂化）・⼟松隆志（千葉⼤・
理）・伊藤元⼰（東⼤・総合⽂化）スンフショウコにみられる花
⾊多型と地理的構造の遺伝的基盤の解明 

武⽥和也（京⼤・⽣態研）・川北篤（東⼤）花弁表⾯ワックスの盗
蜜アリ排除機能の検証 

呉馥宇・⽮原徹⼀（九州⼤・理）To eat or not to eat? The selective 
foraging behavior of Conocephalus species under 
different relative humidity 

⾼ ⽥ 壮 則 ・ 川 合 由 加 （ 北 ⼤ ・ 地 球 環 境 ） ラ ン ダ ム ⾏ 列 と
COMPADRE ノータベースを⽤いた⼀回繁殖型植物の弾性度 

⼤⻄亘（神奈川県博）博物館の収集すべご“種⽣物学”的資料と
は？  
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役員選挙の開票結果 

2018 年 11 ⽉ 8 ⽇に投票を締め切り、11 ⽉ 13 ⽇に京
都⼤学において開票を⾏った結果、下記の役員が選出され
ました。 

種⽣物学会選挙管理委員会 
⽥村 実・永益 英敏・布施 静⾹ 

 
総投票数 91 票（投票率 29.1％） 
（ ）内は得票数を表し、地区幹事選挙のは次点の⽅まの
を⽰しました。選挙に関する規則により、会⻑、副会⻑、
地区幹事選挙ともに、得票が同数の場合は年少者が優先さ
れます。 
 
1. 会⻑（任期 2019 年 1 ⽉〜2021 年 12 ⽉） 

選出：陶⼭ 佳久（83） 
次点：加藤 真（3） 

    その他合計（4） 
 

2. 副会⻑（任期 2019 年 1 ⽉〜2021 年 12 ⽉） 
選出：⻄脇 亜也（45） 
次点：⼯藤 洋（23） 
   加藤 真（17） 
   その他合計（5） 

3. 地区幹事（任期 2019 年 1 ⽉〜2021 年 12 ⽉） 
北海道・東北地区 

選出：⼯藤 岳（9），富松 裕（7），⼭尾 僚（5） 
次点：⼭岸 洋貴（5） 

関東地区 
  選出：川北 篤（11），奥⼭ 雄⼤（8），柿嶋 聡（5），

新⽥ 梢（4） 
次点：細 将貴（4） 

中部地区 
  選出：岡本 朋⼦（7），川窪 伸光（5），常⽊ 静河

（3） 
次点：⽥中 健太（3） 

近畿地区 
 選出：井鷺 裕司（10），永野 惇（6），布施 静⾹（5） 

次点：岡崎 純⼦（5） 

中国・四国・九州・沖縄地区 
  選出：満⾏（加藤）知花 ※（1） 
  次点：宮崎 祐⼦（1） 

※ 中国・四国・九州・沖縄地区のは当初、三⽊望さんが選
出されましたが、都合により辞退されましたのの、次点
の満⾏（加藤）知花さんが選出されました。 

 

 
 

福島県只⾒町ブッゴレター「河野明以先⽣企画展」開催記念講演会 

“只⾒のブッ原⽣林と世界の宝” 参加報告 

北村 系⼦ 
（国⽴研究開発法⼈森林研究・整備機構森林総合研究所北海道⽀所） 

2019 年 6 ⽉ 30 ⽇、只⾒町ブナセンターの⾏われた標
記講演会に⾏ってまいりました。只⾒町は⼭深い豪雪地に
あり、昭和 40 年代からブナ林伐採反対運動をはじめた意
識の⾼い町のす。そして、河野昭⼀が世界に稀に⾒る多雪
環境のブナをはじめとした植物に魅了された場所のす。河
野は只⾒町にブナセンターを設⽴して初代館⻑となり、亡
くなるまの名誉館⻑として只⾒町のブナ林の保全に尽⼒
しました。只⾒町のは河野の没後２年にあたり「植物学者 
河野昭⼀の世界 その⽣涯と只⾒」と題した特別企画展を
2019 年 4 ⽉ 27 ⽇から 9 ⽉ 2 ⽇まの開催し、河野の経歴
と業績を紹介しています。 

この企画展に合わせた記念講演会のは⾃然観察会と講

演会が⾏われました。当⽇は梅⾬前線の影響の⼟砂降りの
したが、町⻑⾃ら参加してのブナ林の⾃然観察会に始まり
ました。⾃然観察会のは現ブナセンター館⻑の紙⾕智彦⽒
がブナ林管理の解説をされました。紙⾕⽒は 2000 年代に
河野昭⼀とともに⽴⼭のブナ林調査を⾏い、河野より絶⼤
な信頼を得たブナ⼆次林研究の第⼀⼈者のもあります。午
後の講演会のは、私から河野昭⼀がブナ林をどのような切
り⼝の研究したのか、只⾒町のブナ林の価値をどのように
捉えていたのか、北⼤時代の北限のブナの調査、⻑寿命の
ある樹⽊集団の⽣活史過程と遺伝的多様性の解析、特異な
環境に適応した植物集団みの興味、世界のも類を⾒ない豪
雪地只⾒のブナ林の価値、等「を中⼼に講演を⾏いました。



 種⽣物学会ニレースレター 第 52 号（令和元年 9 ⽉） 

– 10 – 

聴衆は只⾒町および周辺市町村の住⺠のみならず、おそら
く⾸都圏からも只⾒のブナ林に魅了された⽅「が多くい
らっしりっていました。参加者の⾃然に対する理解が深く、
講演後の質問がすべて的を得たもののあったことは予想
外の驚ごのした。⾃然を守りたいという⼈「の意識の⾼さ
が只⾒町の⾃然の豊かさを保っている原動⼒だと感じま
した。 

ただみ・ブナと川のミレータアムの特別企画展「植物学
者 河野昭⼀の世界 その⽣涯と只⾒」のは種⽣物学会員
の鈴⽊和次郎⽒によって丁寧に河野昭⼀の⾜跡がパネル
展⽰されていました。室蘭栄⾼校時代から、写真、新聞記

事、研究フート、国内外の恩師による⼿紙の数「を鈴⽊⽒
が時間をかけて展⽰を作られたことが伝わる内容のした。
時間を追って河野昭⼀の研究の流れを⾒つめたのは私⾃
⾝はじめてのことのした。北⼤から⽇本を⾶び出して北⽶
⼤陸に渡り、帰国する中の、どのように植物の種、集団、
そして⽣活史の研究みと河野が没⼊していったのか、思い
が巡り感動する展⽰のした。南⽅熊楠賞の受賞後、只⾒町
の⾏われた最後の⾃然観察会のの河野昭⼀と鈴⽊和次郎
の笑顔は、師弟のつながりの強さを感じさせるとてもいい
写真のした。

 

 
写真：左から順に「⾬の中⾏われた⾃然観察会」「講演会の様⼦」「河野昭⼀先⽣企画展⽰」（只⾒町ブナセンター提供） 

 
 

 

佳務局いものお知もご 

ニュースレターのオレライレ発⾏つそいた–––今号のニ
レースレターより、印刷体を廃⽌して、ウェブサイト上の
ケンライン発⾏することが幹事会において承認されまし
た。会員の皆様には、ニレースレターの発⾏を電⼦メール
によりお知らせ致します。学会からのメッセータが届かな
い⽅は、電⼦メールアドレスが登録・更新されておりませ
んのの、事務局まのご連絡ください。また、ニレースレタ
ーは学会ウェブサイトからもご覧いただくことがのごま
す。会費納⼊のお願いにつごましては、これまのと同様、
郵送によりお知らせいたします。 
 

和⽂誌の複写・転載つちほっう著作権管理の取り扱いつ
そいた–––旧和⽂誌が昨年からケープンアクセス公開され
るなど、和⽂誌を取り巻く状況が変化していることから、
著作権の取り扱いを整理するとともに、以下の表のとおり
⼀部変更することが幹事会の承認されました。今後、和⽂
誌（電⼦版和⽂誌を除ごます）に掲載されている著作物の
複写・転載を希望される⽅は、表のようにお⼿続ごくださ
い。ただし、著作権法の定められた交外を除ごます。この
内容は種⽣物学会のウェブサイトにも掲載しています。 

（庶務幹事 富松 裕） 
 

 

 
 

 

 

 

 

 現在の和⽂誌 
（種⽣物学研究 22 号〜） 

旧和⽂誌 
（種⽣物学研究 1〜21 号） 

複写する場合 学術著作権協会から許諾を受けてく
ださい。 

国⽴国会ダジタルガレエグムレのケープンア
クセス公開されており、⾃由にダウンロード
が可能のす。 

転載する場合 ⽂以総合出版から許諾を受けてくだ
さい。 

⾮営利⽬的の場合は無償の転載のごます。営
利⽬的の場合は、学術著作権協会から許諾を
受けてください。 
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会計報告 

 

 

 

 

 

 

 

（会計幹事 堂囿いくみ） 

種⽣物学会ニュースレター 第 52 号 

発 ⾏ 種⽣物学会 
    http://www.speciesbiology.org/ 
編 集 富松 裕（庶務幹事） 
    〒990-8560  ⼭形市⼩⽩川町 1‒4‒12 
    ⼭形⼤学理学部内 種⽣物学会事務局 
発⾏⽇ 2019 年 9 ⽉ 27 ⽇ 

2018年度⽚岡基⾦決算
 （期間：2018年1⽉1⽇〜12⽉31⽇）

収⼊の部 収⼊額
利息 6

前年度繰越⾦ 623,580
合 計 623,586

⽀出の部 ⽀出額
⽚岡奨励賞副賞 100,000
PSB論⽂賞副賞（楯） 25,056
郵送料 6,455

次年度繰越⾦ 492,075
合 計 131,511

会員数
（2019年8⽉25⽇現在）
個⼈会員 323
 ⼀般会員 249
 学⽣会員 74
機関会員 3

2018年度⼀般会計 決算 期間：2018年1⽉1⽇〜12⽉31⽇

収⼊の部 予算額 収⼊
会員会費 3,200,000 2,166,000
購読料 20,000 60,000
プックナンプー 10,000 0
著作権料 200,000 103,632
PSBロイルリテオ 500,000 1,086,634
超過ペータ代 100,000 0
その他 20,000 38,507

⼩ 計 4,050,000 3,454,773

前年度繰越⾦ 5,865,362 5,865,362
合 計 9,915,362 9,320,135

⽀出の部 予算額 ⽀出
印刷費 Newsletter 30,000 20,017
出版委託費 4,000,000 2,250,000

PSB 2018年 Vol33.(1-4) 3,000,000 2,250,000 *
和⽂誌 2018年発⾏（40号） 1,000,000 0

事務費 180,000 156,689
発送費 50,000 44,440
冊⼦発送作業費 80,000 15,000
その他 50,000 97,249

和⽂誌編集補助 20,000 0
英⽂誌編集補助 250,000 250,000
シンポタウム補助⾦ 100,000 100,000
会計監査交通費 10,000 0
学会賞 20,000 0
学会選挙費⽤ 40,000 48,479
⾃然史学会連合分担⾦ 20,000 20,000
⽇本分類学会連合分担⾦ 10,000 10,000
男⼥共同参画連絡会分担⾦ 5,000 5,000
第50回種⽣物学シンポタウム記念事業費 200,000 107,942  
予備費 20,000 0

⼩ 計 4,905,000 2,968,127

次期繰越⾦ 5,010,362 6,352,008
9,915,362

収⼊その他（寄付⾦38500、利息7）
* 2017年Vol32-4の⽀払を含む

2019年度⼀般会計 予算 期間：2019年1⽉1⽇〜12⽉31⽇

収⼊の部 予算額
国内会員会費 1,600,000
購読料 20,000
プックナンプー 10,000
著作権料 100,000
PSBロイルリテオ 500,000
その他 20,000

⼩ 計 2,250,000

前年度繰越⾦ 6,220,874
合 計 8,470,874

⽀出の部 予算額
印刷費 Newsletter 30,000
出版委託費 2,000,000

PSB 2019年 Vol.34 (1-4)    0
和⽂誌 2019年（40・41合併号） 2,000,000

事務費 180,000
発送費 50,000
冊⼦発送作業費 80,000
その他 50,000

和⽂誌編集補助 20,000
英⽂誌編集補助 250,000
シンポタウム補助⾦ 300,000
会計監査交通費 10,000
学会賞 20,000
学会選挙費⽤ 0
⾃然史学会連合分担⾦ 20,000
⽇本分類学会連合分担⾦ 10,000
男⼥共同参画連絡会分担⾦ 10,000
予備費 20,000

⼩ 計 2,870,000

次期繰越⾦ 5,600,874
合 計 8,470,874


